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栄養調査データによる一般住民の微量元素摂取量の

推定と所要量，許容上限摂取量との比較
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目的　健康との関わりの深い微量元素の一般住民の摂取量については十分に知られていない。そ

こで亜鉛（Zn），銅（Cu），マンガン（Mn），クロム（Cr），セレン（Se），モリブデン

（Mo），コバルト（Co），アルミニウム（Al）の摂取量を鳥取県民栄養調査のデータを用い

て計算し，第6次改定日本人の栄養所要量で示された栄養所要量や許容上限摂取量との比較

を行うことを目的とした。

方法　平成5年度鳥取県民栄養調査データと，最近鈴木らが公表した食品中の微量元素含有量の

データを用いて個人別微量元素摂取量を計算し，さらに第6次改定日本人の栄養所要量で示

された個人別所要量や許容上限摂取量を計算した。

結果　1.　Zn, Cu, Mnの所要量を満たさないものはそれぞれ72.0％, 69.8％, 39.2％であった。

また60歳以上において各微量元素摂取量の減少が認められた。

　2.　Cr,Mo, Seは摂取量の不足するものはほとんど認められなかったが，許容上限摂取

量を超えたものがCrでは9.2％，Mnで0.7％，Moでは81.6％，Seで9.6％認められた。

　3.　穀類，魚類，肉類，野菜類，豆類は各微量元素の摂取量に対する寄与率が高かった。

結論　Zn, Cu, Mnの所要量を満たさない原因を明らかにする必要がある。また食品中の微量元

素含有量を含む成分表を整備し，第6次改定で制定された微量元素の所要量，許容上限摂取

量を検討する必要がある。
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